






“牛たちに快適に過ごしてほしい”

“大好きな牛、和牛生産をいつまでも”

１年目 令和２年度

２年目 令和３年度

和牛の持続可能性

牛のための環境づくり

これまでの活動テーマ



今始まる
牛のためを考え続けた私達の最終章

～みかわ牛の知名度向上を目指して～

愛知県立渥美農業高等学校
動物科学部



令和４年度活動目標

愛知が誇るブランド和牛
“みかわ牛の知名度向上”

“愛知の和牛生産をいつまでも”



□ 認定農場で１年以上肥育

□ 肉質等級４等級以上

□ 県内３食肉市場に出荷
（名古屋・半田・東三河）

みかわ牛の条件

✓

✓

✓

約６０戸で年間約２６００頭生産

みかわ牛とは

みかわ牛の課題“全国的な知名度の低さ”

愛知県内の生産状況



□ ブランド力の向上や販売取扱店拡大

□ 販売促進キャンペーンの積極的な実施

みかわ牛銘柄推進協議会の設立

協議会の目的

昨年度の出品牛が本校初“みかわ牛”に認定！

✓

✓



みかわ牛を知ってもらうために
いま、私たちができることは？？？





“動物科学部通信”

・畜産の魅力を伝える

・動物科学部の取組紹介

毎月１部を学校HPに掲載

メディアからの取材依頼！

広報紙作成やHP掲載は
PR方法として有効！

動物科学部通信の目的

取組１ みかわ牛便りの作成



□ 本校の取組紹介

□ 今後のPR活動

□ みかわ牛の知識

□ 共励会の結果

□ 生産者紹介

PR活動の周知

“みかわ牛”を学ぶ

こだわりを学ぶ

取組１ みかわ牛便りの作成

学校HP＆みかわ牛HPへの掲載が決定！





□ 一貫経営の工夫
□ 動物福祉への配慮

□ 肥育の群編成
□ 細かな健康観察

牛の見方・ステージごとの着目点を学習

取組２ みかわ牛生産者訪問

いらご高木ファーム様 渡辺 義苗様



学んだ工夫やこだわりを多くの人に“発信”

取組２ みかわ牛生産者訪問





取組発表テーマ： みかわ牛の知名度向上

□ 特別区「農業高校・農業大学校の部」に出場

“みかわ牛”の名前を知っていただくことに成功！

取組３ 全国和牛能力共進会

全国和牛能力共進会とは

□ ５年に１度の和牛のオリンピック

大会テーマ： 和牛新時代 地域輝く和牛力



出会った方にオリジナルステッカーを配布

農業高校間の交流＆知名度向上に貢献

島根県立出雲農林高校の皆さん

取組３ 全国和牛能力共進会

みかわ牛キャラクター





取組４ PR活動

はい（２７人）いいえ（７人）

・名前だけ聞いたことある

・食べたことはない

知名度調査結果（回答者 ３４人）



→実際の牛肉を使ったPR活動は困難

肥育牛が出荷されるのは和牛甲子園のみ

牛肉を食べる以外の方法でもできるPRはある！

取組４ PR活動

PRにおける私たちの課題



第６回和牛甲子園へ

みお号 もも号

美国桜・忠富士・安平 美国桜・安福久・平茂勝

令和２年７月15日生 令和２年７月２１日生

今年度の出品牛



まろ号 はる号 みお号 もも号

ロース芯面積（㎠） ６０．０ ５５．０ ６１．０ ７３．０

皮下脂肪厚（㎝）
2.3～
2.0

3.5～
3.0

3.2～
2.1

1.7～
1.5

バラ厚（㎝） ７．４ ６．５ ７．１ ８．１

BMS No. １０ ７ ８ １０１０

みかわ牛認定に充分に期待がもてる数値

みかわ牛の肉質等級基準は４等級以上

第６回和牛甲子園へ

肉質診断結果（20ヶ月齢時）

昨年度入賞牛



新たな取組み

生産農場訪問にて

牛を育てるだけでなく、
地域の特産品のキャベツで何かできない？

冬キャベツ生産日本一 外葉（不可食部）の廃棄

農業生産が盛んが故の課題



キャベツのポイント給与で食いどまり防止？

□ ビタミンU（キャベジン）が豊富
□ ビタミンCやカロテン含量多い

脂肪交雑向上のためVA制限

→ビタミンA製剤の投与などで対応

→血中ビタミンA含量低下による
食いどまり(飼料摂取量低下)やVA欠乏症

キャベツの栄養的特徴

肥育牛とカロテン（ビタミンA）

新たな取組み



乾燥

粉砕
（粉末化）

粉末化したことで長期保存が可能に！

新たな取組み



地域の課題解決を目指して新たな挑戦！

新たな取組み



“牛のため”を考えた
私たちの活動は今年で最終章

物語は次のステージへ

の
私たちの和牛肥育に挑戦

“牛のため”“地域のため”

“最終章”は終わりではない




